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福岡県家具ブランド力向上支援事業 

製品企画力高度化支援事業における製品開発事例（その２） 

-丸仙工業オリジナルシステムキッチンの開発- 
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(株)丸仙工業は，主に食器棚等の箱物家具が主力製品であるが，住宅様式の変化等で箱物家具の需要は減少して

いる為，箱物家具を開発してきたノウハウ等をベースに，システムキッチン市場への参入を試みている。しかし，

当市場は大手メーカーのシェアが大きく新規参入にはこれらメーカーと差別化できる製品の開発が必要である。そ

こで，丸仙工業は外部からの意見を取り入れてコンセプトを構築し，ターゲットを明確にした製品開発が期待でき

る「福岡県家具ブランド力向上支援事業 製品企画力高度化支援事業」に参加し新製品開発に取り組んだ。本事業

において，丸仙工業は天然木の無垢材をふんだんに用いる等のコンセプトを構築し，コンセプトに基づくデザイン

の具現化を(株)デザインアークに担わせ，「丸仙工業オリジナルシステムキッチン」を開発し製品化した。 

 

1 はじめに 

本報では，「福岡県家具ブランド力向上支援事業 製

品企画力高度化支援事業」（以下,本事業という。）に

参加した(株)丸仙工業（以下,丸仙工業という。）の製

品開発の取り組みを報告する。本事業の目的や概要に

ついては，令和2年度研究報告掲載「福岡県家具ブラ

ンド力向上支援事業 製品企画力高度化支援事業にお

ける製品開発事例（その1）」内の「1 はじめに」に

および，「2 方法」を参照していただきたい。また，

本事業に関わった製品開発グループおよびデザイン事

業者は表1の通りである。 
 

表1 製品開発グループとデザイン事業者 

2 事業の取り組み内容 

2-1 製品開発の目的 

丸仙工業は，主に食器棚等の箱物家具を主力製品と

して取り扱っているが，住宅様式の変化や国外の安価

な製品との競争激化等によって，国内の箱物家具の需

要は年々減少の一途を辿っている（工業統計調査票よ

り算出した，たんすと木製棚・戸棚の平成30年度全国

出荷額の合計額は平成14年度比で約48 %減1) 2)）。そ

こで，丸仙工業は長年培った箱物家具の開発・製造技

術や施工現場での造作家具の据付・施工のノウハウ，

建築分野の知識や経験を生かして，ユーザーの細かな

ニーズに対応するシステムキッチンの開発に着手し，

この市場での収益を高めることで新たな事業の柱にし

たいと考えている。 

システムキッチン市場は，大手メーカー4社が全体

の計85 %のシェアを占めて3)いる。そのため，当該市

場に新たに参入するためには，製品の素材やデザイン

等に特徴を持たせた，これらメーカーの製品と差別化

できる製品の開発が必須である。そこで，丸仙工業は

本事業に参加することで，外部の有識者からの意見を
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取り入れてコンセプトを構築し，購買者のターゲット

を明確にした製品開発を実現できると考え，丸仙工業

オリジナルのシステムキッチンの開発に取り組んだ。 

2-2 製品コンセプトの構築とデザイン事業者の選定 

製品コンセプトの構築では，システムキッチンの開

発につながる丸仙工業の得意技術や自社製品の特徴を

確認し整理する作業からはじめた。そこでは，丸仙工

業の持つ，箱物家具の美しいラインを保ちつつ十分に

強度のある構造で部材同士を接合できる独自の「V カ

ット」技術（写真 1）や，1 mm 単位のサイズオーダー

を実現する高精度の木質材料加工技術，及び箱物家具

のサイズやカラー，材料等を web 上で簡単にオーダー

できる自社開発したシステム「収納ソムリエ」4)，造

作家具を現場で施工できる点等が自社の特徴として挙

がり，これらの技術を活かせるコンセプトの構築に取

り組んだ。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 1 V カット技術による部材の接合面 

 

続いて，福岡市近郊を営業拠点とする地場ハウスメ

ーカーである(株)健康住宅の開発担当者を外部有識者

として招き，キッチン空間のトレンドや顧客ニーズ等

に関しての以下の情報を得た。また，以下を含めた本

文中に示されているシステムキッチンの各部の名称 5)

については，図 1 を参照していただきたい。 

・DIY（Do It Yourself の略語で，自分で家具を作っ

たり，家を修理したりする事）が認知されユーザー

自らが天然木等の材料を入手して造作家具等を作る

事も身近なものになっており，システムキッチンも

「手作り感」を醸し出したラフな仕上げが人気であ

ること 

・ダイニングテーブルとフロアキャビネットを並べて

配置するレイアウトを選択する場合が多いこと 

図 1 システムキッチン本体の各部の名称 

 

・製品によってサイズが異なるガスコンロや食洗機等

のビルトイン家電は，ユーザーが好みの製品を指定

する場合が多いため，これらを格納する各ユニット

は，サイズオーダーへの対応が必要であること 

製品開発グループは，大手メーカーの製品と差別化

できる具体的な仕様を検討しコンセプトに盛り込むこ

とを目的として，システムキッチンの開発に関する丸

仙工業の得意技術と大手メーカーの技術を比較し，以

下の様に整理した。 

＜丸仙工業> 

・天然木の無垢材の加工を得意とし，高級な材を含む

多くの樹種から選択が可能である 

・「収納ソムリエ」を用いる事で，システムキッチン

を構成する各ユニットのサイズやカラー等のオーダ

ーが可能である 

・造作家具等の現場での施工が可能である 

・フロアキャビネットやウォールキャビネットは，V

カット技術を用いることで，高い強度と面材同士の

美しい接合ラインを持たせることが可能である 

<大手メーカー> 

・天然木は一部のハイエンドモデルのみに採用され，

選択できる樹種も限られる 

・工場での生産性を重視しているため，サイズは規格

化されている数種類のサイズからしか選択できない 

・工場で製造された製品を現場で据付けるのが一般的

で，造作家具等の現場施工は実施していない 

以上を踏まえて，製品開発グループでアイデアや意

見を出し情報を整理して，コンセプトを構築した。構

築したコンセプトを基に下記に示す内容のデザイン仕

様書を作成し，デザイン事業者を公募した。 

<デザイン仕様書の主な仕様> 

ワークトップ シンク
ガス（IH)
コンロ

フロア
キャビネット

ウォール
キャビネット

キッチン
パネル

キッチンシンク
ユニット

ｶﾞｽｷｬﾋﾞﾈｯﾄ
ユニット

食洗機
ユニット

食洗機

サイド
パネル
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○ターゲットとする購買者 

システムキッチンは現場での施工を伴う点や，購入

後のトラブル等発生時に迅速に対応できる等，きめ細

やかなサービスを行いたいという丸仙工業の意向を踏

まえ，まずは地場の建築関連業者を購買者のターゲッ

トとし，販売実績を積み重ねることとした。 

・福岡県内を拠点とする地場ハウスメーカー 

・マンションのリノベーションを行っている業者 

・一般住居の設計を行う設計事務所 

○主な製品コンセプト 

・丸仙工業が自社開発した，ユーザーがweb上で箱物

家具のサイズや材料等をオーダーできるシステム

「収納ソムリエ」を活用して，キッチンシンクユニ

ット，食洗機ユニット等を自由に選択し組み合わせ

てシステムキッチンを構成することができること 

・ダイニングテーブルの天板とシステムキッチン本体

をつなげて一体化させた構造とすること 

・フロアキャビネットおよびウォールキャビネットの

収納扉やダイニングテーブルの天板に無垢の木材を

ふんだんに用いること 

・木材の経年変化を楽しむナチュラル志向の顧客のニ

ーズに対応できる仕上げとすること 

公募の結果，複数のデザイン提案の中から，丸仙工

業の木質材料加工技術が存分に活用できるオリジナリ

ティの高い提案内容（図 2）と，全国のマンションや

一般住居，施設の空間の設計に実績が評価された大和

ハウス工業(株)（以下,大和ハウスという。）グループ

の(株)デザインアーク（以下，デザインアークとい

う。）（大阪市）を選定した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 デザインアークの提案内容 

 

2-3 デザイン事業者によるデザインと製品化 

製品開発グループとデザインアークは，デザインア

ークの提案内容に基づいてシステムキッチンのデザイ

ン全般について検討を重ね，主に以下の点に配慮して

デザインのブラッシュアップ作業を進めた。 

■天然木の無垢材の加工や，造作家具等の現場施工に

対応できる丸仙工業が造るオーダー可能なシステム

キッチンという特徴を前面に押し出す 

（対応する具体的なデザイン案） 

①「収納ソムリエ」を用いて，キッチンシンクユニッ

ト，食洗機ユニット等，システムキッチンを構成す

る各ユニットを自由に組み合わせ，顧客の幅広いニ

ーズに対応できるようにする 

②フロアキャビネットやウォールキャビネットの収納

扉および，システムキッチン本体と一体化したダイ

ニングテーブルの天板にはウォルナットやホワイト

オーク等の天然木の無垢材をふんだんに用いる 

③ワークトップやサイドパネル等には，複雑な形状に

も成形可能であり，加えて現場での施工が必要とな

るイタリアのサンマルコ社が新たに開発した塗り壁

材「コンティニューオ」6)仕上げとする 

■細やかな気配りが見えるようにする 

（対応する具体的なデザイン案） 

④システムキッチンの壁面にオイルや調味料等のキッ

チンツールを置く場所を作る 

⑤ウォールキャビネットの底面には，清潔で手入れが

簡単な金属製のポールを取り付け，タオルを掛けた

り，Ｓ字フックを使って調理器具を吊り下げたりす

る等，ユーザーの発想で自由に使えるようにする 

上記の点を反映させたデザイン案を図 3 に示す。ま

た，図 3 には示されていない①，④についても，以下

の通り対応したデザイン案となっている。 

①：各ユニットを自由に組み合わせることが可能 

④：キッチンパネルに無垢材の棚板を取り付けるなど

して，キッチンツールを収納可能 

 

 

図3 システムキッチンのデザイン案 
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丸仙工業は，デザイン案を基に以下の特徴を持つシ

ステムキッチンを製品化した。 

・ウォルナット等の天然木の無垢材を各キャビネット

の収納扉やダイニングテーブルの天板にふんだんに

採用する 

・現場施工が必要なため，大手メーカーの製品にはこ

れまで採用されていない塗り壁材「コンティニュー

オ」をワークトップやサイドパネル等に採用する 

・収納ソムリエで自由に組み合わせやサイズ等のオー

ダーが可能である 

・V カット技術を用いることで，高い強度と面材同士

の接合の美しいラインを持つフロアキャビネットと

ウォールキャビネットを実現する 

 

3．まとめ 

丸仙工業は，本事業に参加し製品開発グループの協

力を得て，自社の得意技術や市場のニーズを把握して

製品コンセプトを構築し，デザインアークにデザイン

を担わせることで，丸仙工業オリジナルのシステムキ

ッチンの製品化を実現した。 

開発後，大川での家具展示会への出展する等の営業

活動を行い，健康住宅のモデルハウスへの納品（写真

2，写真 3）や，リノベーションマンション物件への

納品を行った。今後は，健康住宅等の地場ハウスメー

カーでの販売実績を積み上げ，本事業で繋がりができ

た大和ハウスグループのコネクション等も活用し，関

東圏等を中心にさらに全国に向けた営業展開を図って

いく予定である。地場ハウスメーカー等に加えて全国

規模の企業が施工する住宅にシステムキッチンが導入

され，丸仙工業の名が全国に認知されていくことで，

会社のブランド力が向上していくことを期待したい。 

 

 

写真 2 モデルハウスに納入したシステムキッチン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 3 モデルハウスに納入したシステムキッチン 

（キッチンシンク周り） 
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